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2 (w = 1)
w + 2m+ 2 (w = 2; 3)
w + 2(w   2)(m+ 1) (w  4)
4
証明 幅が 1の場合は異なる 2色のぷよからなる組ぷよを落とし続けると、明らか
にどのように落下させても１回も消えずに積み上がる。
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.               段差：2m+2
図 3.2: 区間と境界
先読みなしの場合、性質3.1の結果では、プレイヤーが必敗となるのに十分な色数は
w  4のとき、k = w+2(w 2)であるのに比べ、性質3.2を用いると、w+2bw 1
3
c+2
である。w = 5の時、従来手法の色数は 11、改善手法の色数は 9である。w = 6の






















   .          .











   .          .












   .            
   .              













   .            








   .            
   .            





























   .            .








   .            
   .              
BB A
   .            
(a) (b)
BC BC






























   .           














   .           





 .            
AE
先読み：E






   .           





 .            
EE
A,B,C,D













   .           




   .            
AA
EE
   .            














上が Dの場合、2個の Dの場合に分けて考える。高い列の一番上が２個の Dの場
合の盤面状態を (e)とする。高い列の一番上が１個のDの場合の盤面状態を (e')と
する。図 4:4に (e)の直前の盤面状態を示す。図 4:4の点線内にある全ての盤面状態
(f)、(g)、(h)のうち、(g)になることはない。理由は (c)の場合と同じである。(f)、
(h)に対して、先読みがEEにならないので、図 4:4(e)の状態にならないことがわか












の一番上が１個のDの場合の盤面状態を (i ’)とする。図 4:6に (i)の直前の盤面状
態を示す。図 4:6の点線内にある全ての盤面状態 (j)、(k)、(l)のうち、(k)になるこ
とはない。理由は (c)の場合と同じである。(j)、(l)に対して、先読みがAAになら
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先読みを決めるルール１）を満たす時：次の時点 t+ 1で、前の時点 tの先読みが
落下中である。この組ぷよは時点 tでの列の一番上の色とも落下中の組ぷよとも同
じ色を含まないため、時点 t + 1での列の一番上のぷよと同じ色は含まない。従っ
て、時点 t+ 1で落下中の組ぷよをどのように落としても縦３連結を作れない。






















































































































































































































































































































れる形を図 5:3に示す。図 5:3とは、図 5:1(d)の下にぷよを置いて、新しく作られた
縦２連結を IHFDBの順に消す形である。図 5:1では消える縦２連結は n個である。
























色の集合をf1; 2;    ; kgとする。kが偶数の時、与える組ぷよが (1; 2); (3; 4);    ; (k 




























































































証明 ある対称集まりの列αと列βに対して、列αで色 iの上に色 jがあれば、列β
では色 jの上に色 iがある部分が存在する。色 iと色 jが異なる組ぷよに属し、その
組ぷよの間に他の組ぷよが出現する場合、その組ぷよは反対側の列に落とすしかな
い。色 iから色 jの間、色 jから色 iの間の少なくとも一方には必ず他の組ぷよが現
われる。組ぷよは k種類があるため、その組ぷよの数が合計 k  2である。色 iと色
jの間の反対側の列に落とすぷよのうち、一番上と下のものは縦２連結になる可能
性があるため、最大 4個のぷよが単ぷよにならない。このような i、jの箇所が l個
あれば、合計 (2(k   2)  4)l個以上の単ぷよを反対側の列に生成する。 2
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H C と Bの間のぷよ
図 5.5: 対称集まりを作る例
性質 5.3 盤面の幅 2、色数 6の時、余計なぷよが生じずに準対称集まりを作ること
ができる。


























































































十分な色数を明らかにした。盤面の幅 w、先読みの数 mに対して、w  4の時、
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